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事例集





Ⅰ
．
小
学
校
 
教
員
養

成

コ
ア
・
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
学
習
項
目
を
元
に
構
成
さ
れ
る
シ

ラ
バ

ス
例

①
～

⑧
を

提
示

す
る

。
①

及
び

②
は

、

コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
学
習
項
目
の
み
で
構
成
さ
れ
た
も
の
、
③

～
⑧

は
項

目
を

追
加

し
た

例
で

あ
り

、
追

加
し

た
項
目
に
は

 「
*」

を
付
し
た
。

個
々
の
学
習
項
目
を
１
回
の
授
業
で
扱
う
必
要
が
あ
る
わ
け

で
は

な
い

。
１

つ
の

項
目

を
複

数
回

の
授

業
で

扱
う
こ
と
も
、
複
数
の
項
目
を
１
回
の
授
業
で
扱
う
こ
と
も
可

能
で

あ
る

。

シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
際
は
、
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
学

習
項

目
と

必
ず

し
も

同
一

の
表

現
を

使
う

必
要

は
な
い
。

１
．
外
国
語
の
指
導
法
 

①
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
習
項
目
の
み
で
構
成

模
擬
授
業
を
ま
と
め
て
行
う
例

授
業

 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回
 

1
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

学
習

指
導

要
領

2
 

小
・
中

・
高

等
学

校
の

連
携

と
小

学
校

の
役

割
、

児
童

や
学

校
の

多
様

性
へ

の
対

応
、

主
教

材
 

3
 

言
語

使
用

を
通

し
た

言
語

習
得

、
音

声
に

よ
る

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

を
類

推
し

、
理

解
す

る
プ

ロ
セ

ス
、

児
童

の
発

 

達
段

階
の

特
徴

を
踏

ま
え

た
音

声
に

よ
る

イ
ン

プ
ッ

ト
の

在
り

方
 

4 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
目

的
や

場
面

、
状

況
に

応
じ

て
他

者
に

配
慮

し
な

が
ら

、
伝

え
合

う
こ

と
、

受
信

か
ら

発
信

、
 

音
声

か
ら

文
字

へ
と

進
む

プ
ロ

セ
ス

、
国

語
教

育
と

の
連

携
等

に
よ

る
こ

と
ば

の
面

白
さ

や
豊

か
さ

へ
の

気
づ

き
 

5
 

授
業

視
聴

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
 

6
 

英
語

で
語

り
か

け
方
、

実
践

練
習

 

7
 

児
童

の
発

話
の

引
き

出
し

方
、

児
童

と
の

や
り

取
り

の
進

め
方
、

実
践

練
習

 

8
 

文
字

言
語

と
の

出
合

わ
せ

方
、

読
む

活
動

・
書

く
活

動
へ

の
導

き
方
、

実
践

練
習

 

9
 

学
習

到
達

目
標

、
指

導
計

画
（
１

時
間

の
授

業
づ

く
り

、
年

間
指

導
計

画
・
単

元
計

画
・
学

習
指

導
案

等
）
、

学
習

状

況
の

評
価

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

や
学

習
到

達
目

標
の

活
用

を
含

む
）
 

1
0
 

題
材

の
選

定
、

教
材

研
究

、
IC

T
等

の
活

用
 

1
1
 

Ａ
Ｌ

Ｔ
等

と
の

テ
ィ

ー
ム

・テ
ィ

ー
チ

ン
グ

に
よ

る
指

導
の

在
り

方
 

1
2
 

模
擬

授
業

（
１

）
 

1
3
 

模
擬

授
業

（
２

）
 

1
4
 

模
擬

授
業

（
３

）
 

振
り

返
り

 

1
5 

ま
と

め
 

②
コ
ア
・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
学
習
項
目
の
み
で
構
成

模
擬

授
業

を
分

散
さ

せ
た
例

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回 1
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
学

習
指

導
要

領

2
小

・
中

・
高

等
学

校
連

携
、

児
童

や
学

校
の

多
様

性
へ

の
対

応
、

主
教

材
 

3
言

語
使

用
、

類
推

、
音

声
 

4
目

的
や

場
面

、
状

況
に

応
じ

て
伝

え
合

う
こ

と
、

４
技

能
の

と
ら

え
方

、
こ

と
ば

の
面

白
さ

や
豊

か
さ

へ
の

気
づ

き
 

5
学

習
到

達
目

標
、

年
間

指
導

計
画

・
単

元
計

画
・
学

習
指

導
案

 

6
学

習
状

況
の

評
価

 

7
題

材
の

選
定

、
教

材
研

究
、

IC
T

教
材

の
活

用
 

8
模

擬
授

業
（
教

材
）
 

9
英

語
で

の
語

り
か

け
方

、
発

話
の

引
き

出
し

方
、

児
童

と
の

や
り

取
り
、

実
践

練
習

 

1
0

模
擬

授
業

（
聞

く
指

導
・話

す
指

導
）
 

1
1

文
字

言
語

と
の

出
合

わ
せ

方
、

読
む

活
動

・
書

く
活

動
へ

の
導

き
方

、
実

践
練

習
 

1
2

模
擬

授
業

（
文

字
の

指
導

）
 

1
3

Ａ
Ｌ

Ｔ
等

と
の

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
に

よ
る

指
導

の
在

り
方

 

1
4

模
擬

授
業

（
テ

ィ
ー

ム
・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
）
 

1
5

ま
と

め
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③
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
習
項
目
以
外
の
項
目
を
追
加
し
て
構
成

活
動
例
を
示
し
、
模
擬
授
業
を
重
視
し
た
例

授
業

 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回
 

1
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

英
語

教
育

全
体

把
握

*

2
 

学
習

指
導

要
領

、
主

教
材

、
IC

T
等

の
活

用
、

歌
の

活
動

*
 

3
 

映
像

視
聴

、
子

ど
も

の
学

び
方

の
特

徴
（
言

語
使

用
を

通
し

た
言

語
習

得
、

類
推

か
ら

理
解

へ
、

音
声

に
よ

る
イ

ン

プ
ッ

ト
の

在
り

方
 

4
 

授
業

模
擬

体
験

、
こ

と
ば

の
学

ば
れ

方
の

特
徴

（
場

面
に

合
っ

た
意

味
の

あ
る

や
り

取
り

の
重

要
性

、
受

信
か

ら
 

発
信

、
音

声
か

ら
文

字
へ

と
進

む
プ

ロ
セ

ス
）
 

5
 

映
像

視
聴

、
英

語
で

の
語

り
か

け
方

（
聞

く
指

導
）
、

T
P

R
に

よ
る

活
動

（
サ

イ
モ

ン
・
セ

ズ
）
*
 

6
 

児
童

の
発

話
の

引
き

出
し

方
、

児
童

と
の

や
り

取
り

の
進

め
方

（
話

す
指

導
）
、

絵
本

の
活

用
*
 

7
 

文
字

言
語

と
の

出
合

わ
せ

方
、

読
む

活
動

・
書

く
活

動
へ

の
導

き
方

、
国

語
教

育
と

の
連

携
等

に
よ

る
こ

と
ば

の
面

白
さ

や
豊

か
さ

へ
の

気
づ

き
 

8
 

Ａ
Ｌ

Ｔ
等

と
の

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
に

よ
る

指
導

の
在

り
方

、
児

童
や

学
校

の
多

様
性

へ
の

対
応

、
異

文
化

理

解
の

視
点

*
 

9
 

指
導

計
画

（
年

間
指

導
計

画
、

単
元

構
成

、
短

時
間

学
習

）
 

1
0
 

指
導

計
画

（
1

時
間

の
授

業
構

成
、

学
習

指
導

案
）
、

学
習

状
況

の
評

価
 

1
1
 

模
擬

授
業

設
計

準
備

、
題

材
、

教
材

 

1
2
 

模
擬

授
業

発
表

・
振

り
返

り
（
１

） 

1
3
 

模
擬

授
業

発
表

・
振

り
返

り
（
２

） 

1
4
 

模
擬

授
業

の
授

業
改

善
 

1
5
 

小
・
中

・
高

等
学

校
の

連
携

と
小

学
校

の
役

割
 

ま
と

め
 

④
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
習
項
目
以
外
の
項
目
を
追
加
し
て
構
成

子
ど

も
の

第
二

言
語

習
得
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
理
論
と
実
践
を
交
え
た
構
成
と
し
た
例

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回 1
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
英

語
教

育
全

体
把

握
*

2
学

習
指

導
要

領
、

主
教

材
、

IC
T

等
の

活
用

 

3
映

像
視

聴
、

子
ど

も
の

学
び

方
の

特
徴

①
：
言

語
使

用
を

通
し

た
言

語
習

得
－

T
P

R
に

よ
る

活
動

*
 

4
子

ど
も

の
学

び
方

の
特

徴
②

：
類

推
か

ら
理

解
へ

と
進

む
プ

ロ
セ

ス
－

絵
本

の
活

用
①

*
 

子
ど

も
の

学
び

方
の

特
徴

③
：
音

声
に

よ
る

イ
ン

プ
ッ

ト
の

在
り

方
－

歌
の

活
動

*
 

5
こ

と
ば

の
学

ば
れ

方
の

特
徴

①
：
場

面
に

合
っ

た
意

味
の

あ
る

や
り

取
り

、
ス

キ
ッ

ト
活

動
* 

6
こ

と
ば

の
学

ば
れ

方
の

特
徴

②
：
受

信
か

ら
発

信
、

音
声

か
ら

文
字

へ
と

進
む

プ
ロ

セ
ス

 

絵
本

の
活

用
②

*
 

7
映

像
視

聴
、

英
語

で
の

語
り

か
け

方
（
聞

く
指

導
）
 

8
児

童
の

発
話

の
引

き
出

し
方

、
児

童
と

の
や

り
取

り
の

進
め

方
（
話

す
指

導
）
 

9
文

字
言

語
と

の
出

会
わ

せ
方

、
読

む
活

動
・
書

く
活

動
へ

の
導

き
方

 

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
カ

ー
ド

・
ブ

ロ
ッ

ク
を

使
っ

た
活

動
*
、

絵
本

の
活

用
③

*

1
0

Ａ
Ｌ

Ｔ
等

と
の

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
に

よ
る

指
導

の
在

り
方

、
学

校
・
児

童
の

多
様

性
へ

の
対

応
 

異
文

化
理

解
の

視
点

*
 

1
1

学
習

状
況

の
評

価
（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

や
学

習
到

達
目

標
の

活
用

を
含

む
）、

国
語

教
育

と
の

連
携

等
に

よ
 

る
こ

と
ば

の
面

白
さ

や
豊

か
さ

へ
の

気
づ

き
 

1
2

指
導

計
画

（
年

間
指

導
計

画
、

単
元

計
画

、
短

時
間

学
習

）
、

シ
ラ

バ
ス

*
 

1
3

指
導

計
画

（
1

時
間

の
授

業
構

成
、

学
習

指
導

案
）
、

題
材

、
教

材
 

模
擬

授
業

設
計

準
備

 

1
4

模
擬

授
業

発
表

、
振

り
返

り
、

授
業

改
善

 

1
5

小
・
中

・
高

等
学

校
の

連
携

と
小

学
校

の
役

割
 

ま
と

め
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⑤
 
コ
ア
・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
学
習
項
目
以
外
の
項
目
を

追
加
し
て
構
成

小
学
校
で
の
授
業
観
察
、
授
業
参
加
を
組
み
込
み
、
実
践
的

な
内

容
を

重
視

し
た

例
 

授
業

 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回
 

1
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

英
語

教
育

全
体

把
握

*

2
 

学
習

指
導

要
領

、
主

教
材

、
IC

T
等

の
活

用
 

3
 

映
像

視
聴

、
子

ど
も

の
学

び
方

の
特

徴
（
言

語
使

用
を

通
し

た
言

語
習

得
、

類
推

か
ら

理
解

へ
、

音
声

に
よ

る
イ

ン

プ
ッ

ト
の

在
り

方
、

歌
の

活
動

*
 

4
 

授
業

模
擬

体
験

、
こ

と
ば

の
学

ば
れ

方
の

特
徴

（
場

面
に

合
っ

た
意

味
の

あ
る

や
り

取
り

、
受

信
か

ら
発

信
、

音
声

か
ら

文
字

へ
と

進
む

プ
ロ

セ
ス

）
 

5
 

映
像

視
聴

、
英

語
で

の
語

り
か

け
方

（
聞

く
指

導
）
、

T
P

R
に

よ
る

活
動

（
サ

イ
モ

ン
・
セ

ズ
）
*
 

6
 

児
童

の
発

話
の

引
き

出
し

方
、

児
童

と
の

や
り

取
り

の
進

め
方

（
話

す
指

導
）
、

題
材

選
定

・教
材

研
究

、
絵

本
の

 

活
用

*
 

7
 

文
字

言
語

と
の

出
合

わ
せ

方
、

読
む

活
動

・
書

く
活

動
へ

の
導

き
方

、
国

語
教

育
と

の
連

携
等

に
よ

る
こ

と
ば

の
面

白
さ

や
豊

か
さ

へ
の

気
づ

き
 

8
 

Ａ
Ｌ

Ｔ
等

と
の

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
に

よ
る

指
導

の
在

り
方

、
児

童
や

学
校

の
多

様
性

へ
の

対
応

、
異

文
化

理

解
の

視
点

*
 

9
 

指
導

計
画

（
年

間
指

導
計

画
、

単
元

計
画

、
短

時
間

学
習

）
、

学
習

状
況

の
評

価
 

1
0
 

学
習

指
導

目
標

、
指

導
計

画
（
1

時
間

の
授

業
構

成
、

学
習

指
導

案
）
 

1
1
 

模
擬

授
業

発
表

、
振

り
返

り
 

1
2 

小
学

校
で

の
授

業
観

察
 

1
3
 

小
学

校
で

の
授

業
参

観
、

活
動

参
加

 

1
4
 

授
業

の
振

り
返

り
、

授
業

改
善

 

1
5
 

小
・
中

・
高

等
学

校
の

連
携

と
小

学
校

の
役

割
 

ま
と

め
 

⑥
 
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
習
項
目
以
外
の
項
目
を
追
加
し
て
構
成

外
国

語
活

動
と

外
国

語
に
お
け
る
指
導
の
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
と
演
習
を
重
視
し
た
例
 

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回 1
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
外

国
語

教
育

導
入

の
経

緯
・
現

状
*

2
学

習
指

導
要

領
（
外

国
語

活
動

と
外

国
語

科
の

趣
旨

理
解

）
、

小
・
中

・高
等

学
校

の
連

携
と

小
学

校
の

役
割

 

3
子

ど
も

の
第

二
言

語
習

得
に

つ
い

て
の

知
識

と
そ

の
活

用
（
言

語
使

用
を

通
し

た
言

語
習

得
、

類
推

す
る

力
、

音
 

声
に

よ
る

イ
ン

プ
ッ

ト
の

在
り

方
）
 

4
子

ど
も

の
第

二
言

語
習

得
に

つ
い

て
の

知
識

と
そ

の
活

用
（
受

信
か

ら
発

信
、

音
声

か
ら

文
字

へ
と

進
む

プ
ロ

セ
 

ス
、

こ
と

ば
の

面
白

さ
へ

の
気

づ
き

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
目

的
や

場
面

、
状

況
）

5
主

教
材

（
中

学
年

用
）
、

IC
T

等
の

活
用

の
仕

方
、

学
習

到
達

目
標

、
指

導
計

画
 

6
授

業
映

像
の

視
聴

（
中

学
年

の
外

国
語

活
動

）
、

討
議

 

7
主

教
材

（
高

学
年

用
）
、

IC
T

等
の

活
用

の
仕

方
、

題
材

、
教

材
、

学
習

状
況

の
評

価
 

8
映

像
視

聴
（
高

学
年

の
外

国
語

科
）
、

討
議

 

9
模

擬
授

業
設

計
・
準

備
（
中

学
年

：
外

国
語

活
動

の
授

業
）
、

英
語

で
の

語
り

か
け

方
、

発
話

の
ひ

き
出

し
方

、
や

り
 

取
り

の
進

め
方

 

1
0

模
擬

授
業

発
表

・
振

り
返

り
・
授

業
改

善
（
１

）
 

1
1

模
擬

授
業

発
表

・
振

り
返

り
・
授

業
改

善
（
２

）
 

1
2

模
擬

授
業

設
計

・
準

備
（
高

学
年

：
外

国
語

科
の

授
業

）
、

文
字

言
語

と
の

出
合

わ
せ

方
、

読
む

活
動

・
書

く
活

動
 

1
3

模
擬

授
業

発
表

・
振

り
返

り
・
授

業
改

善
（
３

）
 

1
4

模
擬

授
業

発
表

・
振

り
返

り
・
授

業
改

善
（
４

）
 

1
5

A
L
T

と
の

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
、

児
童

や
学

校
の

多
様

性
 

ま
と

め
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⑦
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
習
項
目
以
外
の
項
目

を
追
加
し
て
構
成

イ
ン

プ
ッ

ト
と

意
味

の
あ

る
や

り
取

り
を

通
じ

た
外

国
語

習
得

の
基

礎
的

な
知

識
と

指
導

方
法

を
理

解

し
、

授
業
設
計
と
授
業
実
践
の
基
本
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
重

視
し

た
例

 

授
業

 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回
 

1
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

外
国

語
教

育
導

入
の

経
緯

・
現

状
*
、

学
習

指
導

要
領

2
 

主
教

材
、

小
・
中

・
高

連
携

、
多

様
性

へ
の

対
応

 

3
 

子
ど

も
の

学
び

方
の

特
徴

（
発

音
・
語

彙
習

得
の

特
徴

と
指

導
）*

、
言

語
使

用
、

類
推

 

音
声

に
よ

る
イ

ン
プ

ッ
ト

の
在

り
方

 

4
 

子
ど

も
の

学
び

方
の

特
徴

（
文

法
習

得
の

特
徴

と
指

導
）
*
 

5
 

こ
と

ば
の

学
ば

れ
方

の
特

徴
（
場

面
に

合
っ

た
意

味
の

あ
る

や
り

取
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
目

的
や

場
面

、
 

状
況

）
 

6
 

こ
と

ば
の

学
ば

れ
方

の
特

徴
（
受

信
か

ら
発

信
、

音
声

か
ら

文
字

へ
と

進
む

プ
ロ

セ
ス

、
こ

と
ば

の
面

白
さ

や
豊

か

さ
） 

7
 

題
材

の
選

定
、

教
材

研
究

、
IC

T
、

 

指
導

計
画

（
1

時
間

の
授

業
づ

く
り

、
単

元
・
学

習
指

導
案

、
学

習
状

況
の

評
価

）
 

8
 

Ａ
Ｌ

Ｔ
等

と
の

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
に

よ
る

指
導

の
在

り
方

 

9
 

指
導

技
術

演
習

１
：
語

彙
導

入
の

方
法

（
絵

、
実

物
、

動
作

等
に

よ
る

イ
ン

プ
ッ

ト
）
*
 

1
0
 

指
導

技
術

演
習

２
：
語

彙
導

入
の

方
法

（
言

い
換

え
、

例
示

等
に

よ
る

イ
ン

プ
ッ

ト
）
*
 

1
1
 

指
導

技
術

演
習

３
：
英

語
で

の
語

り
か

け
方

、
児

童
の

発
話

の
引

き
出

し
方

、
児

童
と

の
や

り
取

り
の

進
め

方
 

1
2
 

指
導

技
術

演
習

４
：
絵

本
を

使
っ

た
や

り
取

り
の

演
習

１
*
 

1
3
 

指
導

技
術

演
習

５
：
絵

本
を

使
っ

た
や

り
取

り
の

演
習

２
*
 

1
4
 

指
導

技
術

演
習

６
：
文

字
言

語
と

の
出

合
わ

せ
方

、
読

む
活

動
・
書

く
活

動
へ

の
導

き
方

 

1
5 

ま
と

め
 

⑧
 
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
習
項
目
以
外
の
項
目
を
追
加
し
て
構
成

小
学

校
外

国
語

活
動

、
外

国
語

と
中

学
校

外
国

語
（

英
語

）
の

違
い

を
意

識
し

、
小

学
生

の
発

達
段

階
に

ふ
さ

わ
し

い
教

材
、

指
導
法
、
評
価
等
に
つ
い
て
基
本
的
知
識
を
学
び
、
演
習
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
例

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回 1
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
外

国
語

教
育

導
入

の
経

緯
・
現

状
*

2
学

習
指

導
要

領
（
外

国
語

活
動

と
外

国
語

、
中

学
校

外
国

語
科

の
趣

旨
理

解
、

小
・
中

・
高

等
学

校
の

連
携

と
 

小
学

校
の

役
割

）
 

3
子

ど
も

の
第

二
言

語
習

得
の

特
徴

１
（
明

示
的

・
暗

示
的

学
習

、
音

声
・
文

法
・
語

彙
等

の
習

得
*
、

言
語

使
用

、
 

類
推

、
音

声
、

こ
と

ば
の

面
白

さ
）
 

4
子

ど
も

の
第

二
言

語
習

得
の

特
徴

２
（
受

信
か

ら
発

信
、

音
声

か
ら

文
字

へ
と

進
む

プ
ロ

セ
ス

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
 

ン
の

目
的

や
場

面
、

状
況

）

5
主

教
材

（
中

学
年

用
）
、

デ
ジ

タ
ル

教
材

の
活

用
に

つ
い

て
 

6
主

教
材

（
高

学
年

用
）
、

デ
ジ

タ
ル

教
材

の
活

用
に

つ
い

て
 

7
中

学
校

の
英

語
教

材
に

つ
い

て
*
 

8
小

学
校

と
中

学
校

の
教

材
比

較
*
 

9
題

材
の

選
定

、
教

材
研

究
、

IC
T

等
の

活
用

 

指
導

計
画

（
1

時
間

の
授

業
づ

く
り

、
単

元
計

画
・
学

習
指

導
案

、
テ

ィ
ー

ム
・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
） 

1
0

映
像

視
聴

（
中

学
年

）
、

英
語

で
の

語
り

か
け

方
、

発
話

の
ひ

き
出

し
方

、
や

り
取

り
の

進
め

方
 

1
1

映
像

視
聴

（
高

学
年

）
、

文
字

言
語

の
扱

い
、

読
む

活
動

・
書

く
活

動
 

1
2

映
像

視
聴

（
中

学
校

）
 

1
3

小
・
中

学
校

の
連

携
に

関
わ

る
様

々
な

実
践

事
例

検
討

*
 

1
4

学
習

状
況

の
評

価
（
小

学
校

外
国

語
活

動
・
外

国
語

、
中

学
校

外
国

語
）
、

児
童

や
学

校
の

多
様

性
へ

の
対

応
 

1
5

ま
と

め
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２
．
外
国
語
に
関
す

る
専
門
的
事
項
 

コ
ア
・
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
学
習
項
目
を
元
に
構
成
さ
れ
る
シ

ラ
バ

ス
例

①
～

④
を

提
示

す
る

。
①

は
１

単
位

、

②
～
④
は
２
単
位
を
想
定
し
た
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
事
例
も

各
回

の
授

業
を
「

英
語

に
関

す
る

背
景

的
な

知

識
」
「

授
業

実
践

に
必
要
な

英
語

力
」
な
ど

の
２

～
３
の
項

目
に

分
け

て
実

施
す

る
事

例
と

な
っ

て
い

る
が

、

オ
ム
ニ
バ
ス
で
開
講
す
る
場
合
な
ど
は
、
実
態
に
合
わ
せ
て
柔
軟

に
回

ご
と

に
項

目
を

分
け

る
こ

と
も

可
能

で

あ
る
。

①
 
１
単
位
８
コ
マ

分
の
授
業
構
成
例

授
業

 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回
 

英
語

に
関

す
る

背
景

的
な

知
識

 
授

業
実

践
に

必
要

な
英

語
力

 

1 
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

2
 

音
声

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 
歌

の
指

導
（
１

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

3
 

語
彙

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 
歌

の
指

導
（
２

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

4
 

文
構

造
・
文

法
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
・
発

表
 

（
１

）
（聞

く
こ

と
・話

す
こ

と
） 

5
 

第
二

言
語

習
得

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 
活

動
を

体
験

し
な

が
ら

の
英

語
の

や
り

取
り

・
発

表
 

（
２

）
（聞

く
こ

と
・話

す
こ

と
） 

6
 

児
童

文
学

（
絵

本
、

子
ど

も
向

け
の

歌
や

詩
等

）
 

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

（
１

）
 

（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
・
読

む
こ

と
）
 

7
 

正
書

法
・
発

音
と

綴
り

の
関

係
に

関
す

る
基

本
的

な
知

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

（
２

）
 

識
 

（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
・
読

む
こ

と
）
 

8
 

異
文

化
理

解
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

板
書

や
掲

示
物

に
お

け
る

英
語

の
正

し
い

表
記

 

（
書

く
こ

と
） 

②
 
２
単
位
1
5
コ
マ
分
の
授
業
構
成
例

英
語

力
の

向
上

と
音

声
学
に
関
す
る
理
解
を
中
心
と
し
た
例
 

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回
英

語
に

関
す

る
背

景
的

な
知

識
 

授
業

実
践

に
必

要
な

英
語

力
 

発
音

練
習

 

1
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

自
分

の
英

語
力

を
知

る
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
＜

や
り

取
り

・
発

表
＞

・
読

む
こ

と
・
書

く
こ

と
）
 

2
音

声
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
（
１

） 
歌

の
指

導
（
１

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

毎
回

５
～

1
0

分
程

度
の

発

音
練

習
を

行

う
。

実
態

に
合

わ
せ

て
個

別

レ
ッ

ス
ン

等
を

実
施

す
る

。
 

3
音

声
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
（
２

） 
歌

の
指

導
（
２

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

4
発

音
と

綴
り

の
関

係
に

関
す

る
基

本
的

な
 

歌
の

指
導

（
３

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

知
識

（１
）*

 

5
発

音
と

綴
り

の
関

係
に

関
す

る
基

本
的

な
 

歌
の

指
導

（
４

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

知
識

（２
）*

 

6
文

構
造

・
文

法
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
 

（
１

） 
・
発

表
（
１

）（
聞

く
こ

と
・話

す
こ

と
）

7
文

構
造

・
文

法
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
 

（
２

） 
・
発

表
（
２

）（
聞

く
こ

と
・話

す
こ

と
）

8
語

彙
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
 

・
発

表
（
３

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）

9
第

二
言

語
習

得
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

（
１

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
 

（
１

） 
こ

と
・読

む
こ

と
） 

1
0

第
二

言
語

習
得

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
（
２

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
 

（
２

） 
こ

と
・読

む
こ

と
） 

1
1

児
童

文
学

（
絵

本
、

子
ど

も
向

け
の

歌
や

詩
）

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

（
３

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
 

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 
こ

と
・
読

む
こ

と
）
 

1
2

異
文

化
理

解
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

自
己

紹
介

・
地

域
紹

介
・
（
多

）
文

化
紹

介
 

（
話

す
こ

と
：発

表
） 

1
3

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

基
本

場
面

や
目

的
に

応
じ

た
A

L
T

と
の

会
話

 

的
な

知
識

 
（
話

す
こ

と
：
や

り
取

り
）
 

1
4

正
書

法
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

板
書

や
掲

示
物

に
お

け
る

英
語

の
正

し
い

 

表
記

（書
く
こ

と
） 

1
5

ま
と

め
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③
 
２
単
位
1
5
コ
マ

分
の
授
業
構
成
例

英
語
力
の
向
上
と
児
童
文
学
に
関
す
る
理
解
を
中
心
と
し
た

例
 

授
業

 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回
 

英
語

に
関

す
る

背
景

的
な

知
識

 

授
業

実
践

に
必

要
な

英
語

力
 

児
童

文
学

 

1 
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

自
分

の
英

語
力

を
知

る
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
＜

や
り

取
り

・
発

表
＞

・
読

む
こ

と
・
書

く
こ

と
）
 

2
 

音
声

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 

2
～

3
回

の
授

業
で

一
つ

の
児

童
文

学
（絵

本
や

詩
）
を

取
り

上
げ

、
以

下
の

こ
と

を
行

う
。

 

１
）
背

景
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

 

２
）
読

み
聞

か
せ

の
具

体
的

な
方

法
を

体

験
し

、
実

際
に

教
師

と
し

て
や

っ
て

み

る
。

 

３
）
読

み
聞

か
せ

と
関

連
す

る
活

動
を

体
験

し
、

実
際

に
教

師
と

し
て

や
っ

て
み

る
。

3
 

発
音

と
綴

り
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
* 

4
 

文
構

造
・
文

法
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

5
 

語
彙

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 

6
 

第
二

言
語

習
得

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 

7
 

歌
の

指
導

（
１

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

8
 

歌
の

指
導

（
２

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

9
 

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
（
１

）
 

（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
） 

1
0
 

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
（
２

）
 

（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
） 

1
1
 

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
（
３

）
 

（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
） 

1
2
 

自
己

紹
介

・
地

域
紹

介
・
（
多

）
文

化
紹

介
（
話

す
こ

と
：
発

表
） 

1
3
 

場
面

や
目

的
に

応
じ

た
A

L
T

と
の

会
話

（
話

す
こ

と
：
や

り
取

り
）

1
4
 

正
書

法
・
板

書
や

提
示

物
に

お
け

る
英

語
の

正
し

い
表

記
（
書

く
 

こ
と

） 

1
5 

ま
と

め
 

④
 
２
単
位
1
5
コ
マ
分
の
授
業
構
成
例

英
語

力
の

向
上

と
異

文
化
理
解
を
中
心
と
し
た
例
 

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

回
英

語
に

関
す

る
背

景
的

な
知

識
 

授
業

実
践

に
必

要
な

英
語

力
 

異
文

化
理

解
 

1
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

自
分

の
英

語
力

を
知

る
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
＜

や
り

取
り

・
発

表
＞

・
読

む
こ

と
・
書

く
こ

と
）
 

2
音

声
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

2
～

3
回

の
授

業
で

一
つ

の
テ

ー
マ

を
取

り

上
げ

、
以

下
の

こ
と

を
行

う
。

 

１
）
テ

ー
マ

に
つ

い
て

基
本

的
な

知
識

を
得

る
。

 

２
）
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
や

発
表

を
通

し
て

、

様
々

な
角

度
か

ら
そ

の
テ

ー
マ

に
つ

い

て
考

察
し

、
理

解
を

深
め

る
。

＜
テ

ー
マ

の
例

＞
 

・
世

界
の

子
ど

も
た

ち

・
多

様
な

文
化

・言
語

と
そ

の
背

景
 

・
外

国
語

を
学

ぶ
意

義

・
地

球
的

課
題

（
環

境
問

題
、

人
権

、
平

和

な
ど

）

・
多

言
語

・
多

文
化

社
会

で
の

共
生

な
ど

 

3
発

音
と

綴
り

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

 

4
文

構
造

・
文

法
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

5
語

彙
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

6
第

二
言

語
習

得
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
 

7
歌

の
指

導
（
１

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

8
歌

の
指

導
（
２

）
（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
）
 

9
活

動
を

体
験

し
な

が
ら

の
英

語
の

や
り

取
り

・
発

表
（
１

）
 

（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
） 

1
0

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
・
発

表
（
２

）
 

（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
） 

1
1

活
動

を
体

験
し

な
が

ら
の

英
語

の
や

り
取

り
・
発

表
（
３

）
 

（
聞

く
こ

と
・
話

す
こ

と
） 

1
2

児
童

文
学

（
絵

本
、

子
ど

も
向

け
の

歌
や

詩
等

）
（
読

む
こ

と
）
 

1
3

場
面

や
目

的
に

応
じ

た
A

L
T

と
の

会
話

（
話

す
こ

と
：
や

り
取

り
）

1
4

正
書

法
・
板

書
や

掲
示

物
に

お
け

る
英

語
の

正
し

い
表

記
（
書

く
 

こ
と

） 

1
5

ま
と

め
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Ⅱ
．
中
・
高
等
学
校

 
教
員
養
成

１
．
英
語
科
の
指
導

法
 

①
校
種
別

＜
留
意
点

＞
 

●
授
業
観

察
、
授
業

体
験
は

適
宜
行
う

。

●
項
目
の

順
番
は
指

導
順

を
表
し
て
い

る
わ
け

で
は
な
い

。

●
時

間
配

分
に

つ
い

て
、

必
ず

し
も

1
つ

の
項

目
に

1
時

間
ず

つ
割

り
当

て
る

わ
け

で
は

な
く

、
複

数
の

項
目

を
1
時

間
で

扱

う
こ
と
も

あ
れ
ば
、

1
つ

の
項
目

を
数
時

間
か
け

て
扱
う
こ

と
も
あ

る
。

●
学
生

1人
に

つ
き
複

数
回

、
学
習
指
導

案
を
作

り
模
擬
授

業
を
行

う
機
会
を

作
る
こ

と
が
望
ま

し
い
。

●
英
語
科

教
育
法
Ⅰ

～
Ⅳ

を
順
番
に
履

修
す
る

こ
と
が
望

ま
し
い

。

授
業
名

内
容

英
語
科
教
育
法

Ⅲ

（
2
単
位
）

 

高
等
学
校
で
の

指
導
と
評
価
 

※
英
語
科
教
育
法
Ⅱ
か
ら
繰
り
返
し
扱
う
項
目
に
つ
い
て
は
、
高
等
学
校
で
の

実
践
を
意
識
し
て
復
習
す
る
。

・
学
習
指
導
要
領
（
高
等
学
校
）

・
音
声
指
導

・
文
法
指
導

・
聞
く
こ
と
の
指
導

・
書
く
こ
と
の
指
導

・
領
域
統
合
型
の
言
語
活
動
の
指
導

・
目
標
設
定
・
指
導
計
画

・
学
習
指
導
案
の
作
成

・
教
材
研
究
・

IC
T
等
の
活
用

・
英
語
で
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
教
科
用
図
書
（
高
等
学
校
）

・
語
彙
・
表
現
指
導

・
文
字
指
導

・
話
す
こ
と
の
（
や
り
取
り
・
発
表
）

指
導

・
読
む
こ
と
の
指
導

・
言
語
能
力
の
測
定
と
評
価
（
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
評
価
等
を
含
む
）

・
学
習
到
達
目
標
に
基
づ
く
授
業
の
組

み
立
て
 

・
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
・
評
価
規

準
の
設
定
・
評
定
へ
の
総
括

・
生
徒
の
特
性
・
習
熟
度
へ
の
対
応

※
4人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
高
等
学
校
に
お
け
る

50
分
授
業
の
学
習
指

導
案
を
作
成
し
、
そ
の
う
ち
の
一
部
分
或
い
は
全
体
の
模
擬
授
業
を
行
う
。
 

英
語
科
教
育
法

Ⅳ

（
2
単
位
）

 

言
語

習
得

に
関

す

る
知

識
と

授
業

づ

く
り
 

＜
専
門
知
識
＞

・
第
二
言
語
習
得

・
第
二
言
語
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
情
報
を
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
。

ま
た
、

学
ん
だ

知
識
を

基
に
、

授
業
中

に
行
う

効
果
的

な
指
導

法
や
活

動
に

つ
い
て
具
体
的
に
考
え
る
。
 

授
業

名
内

容

英
語

科
教

育
法

Ⅰ

（
2
単

位
）

 

指
導

技
術

の

基
礎

 

・
学

習
指

導
要

領
（

小
・
中
・
高
等
学
校

） 

・
音

声
指

導

・
文

法
指

導

・
聞

く
こ

と
の

指
導

・
書

く
こ

と
の

指
導

・
異

文
化

理
解

の
指

導

・
領

域
統

合
型

の
言

語
活

動
の

指
導

・
生

徒
の

特
性

・
習

熟
度

へ
の

対
応

・
教
科
用
図
書
（

小
・
中
・
高
等
学

校
）

・
語
彙
・
表
現
指
導

・
文
字
指
導

・
話
す
こ
と
（
や
り
取
り
・
発
表
）

の
指
導

・
読
む
こ
と
の
指
導

・
英
語
で
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
等
と
の
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ

ー
チ
ン
グ

※
少

な
く

と
も

10
分

～
15

分
程

度
の

模
擬
授
業
（
あ
る
活
動
を
取
り
上
げ
て

教
員

役
と

し
て

模
擬

授
業

を
行

う
）

を
含
む
。

英
語

科
教

育
法

Ⅱ

（
2
単

位
）

 

中
学

校
で

の

指
導

と
評

価

※
英

語
科

教
育

法
Ⅰ

か
ら

繰
り

返
し

扱
う
項
目
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
で
の
実

践
を

意
識

し
て

復
習

す
る

。

・
学

習
指

導
要

領
（

中
学

校
）

・
音

声
指

導

・
文

法
指

導

・
聞

く
こ

と
の

指
導

・
読

む
こ

と
の

指
導

・
領

域
統

合
型

の
言

語
活

動
の

指
導

・
目

標
設

定
・

指
導

計
画

・
学

習
指

導
案

の
作

成

・
教

材
研

究
・

IC
T
等

の
活

用

・
英

語
で

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン

・
Ａ

Ｌ
Ｔ

等
と

の
テ

ィ
ー

ム
・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ

・
教
科
用
図
書
（
中
学
校
）

・
語
彙
・
表
現
指
導

・
文
字
指
導

・
話
す
こ
と
（
や
り
取
り
・
発
表
）

の
指
導

・
書
く
こ
と
の
指
導

・
言
語
能
力
の
測
定
と
評
価
（
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
等
を
含
む
）

・
学
習
到
達
目
標
に
基
づ
く
授
業
の

組
み
立
て
 

・
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
・
評
価

規
準
の
設
定
・
評
定
へ
の
総
括

・
生
徒
の
特
性
・
習
熟
度
へ
の
対
応

※
4 
人

程
度

の
グ

ル
ー

プ
を

作
り

、
中
学
校
の
 5

0 
分
間
の
授
業
の
学
習
指
導

案
を

作
成

し
、

そ
の

う
ち

の
一

部
分

或
い
は
全
体
の
模
擬
授
業
を
行
う
。
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②
学
習
項
目
別

＜
留
意
点

＞
 

●
授
業
観

察
、
授
業

体
験
は

適
宜
行
う

。

●
項
目
の

順
番
は
指

導
順
を

表
し
て
い

る
わ
け

で
は
な
い

。

●
時

間
配

分
に

つ
い

て
、

必
ず

し
も

1
つ

の
項

目
に

1
時

間
ず

つ
割

り
当

て
る

わ
け

で
は

な
く

、
複

数
の

項
目

を
1
時

間
で

扱

う
こ
と
も

あ
れ
ば
、

1
つ

の
項
目

を
数
時

間
か
け

て
扱
う
こ

と
も
あ

る
。

●
学
生

1人
に

つ
き
複

数
回
、

学
習
指
導

案
を
作

り
模
擬
授

業
を
行

う
機
会
を

作
る
こ

と
が
望
ま

し
い
。

●
英
語
科

教
育
法
Ⅰ

～
Ⅳ
を

順
番
に
履

修
す
る

こ
と
が
望

ま
し
い

。

授
業

名
内
容

英
語

科
教

育
法

Ⅰ

（
2
単

位
）

 

教
科

教
育

の

基
礎

を
学

ぶ
 

・
学

習
指

導
要

領

・
音

声
指

導

・
文

法
指

導

・
教

材
研

究
・

IC
T
等

の
活

用

・
生

徒
の

特
性

・
習

熟
度

へ
の

対
応

・
教
科
用
図
書

・
語
彙
・
表
現
指
導

・
文
字
指
導

・
英
語
で
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

※
少

な
く

と
も

10
 分

～
15

 分
程

度
の
模
擬
授
業
（
あ
る
活
動
を
取
り
上
げ
て
教
員

役
と

し
て

模
擬

授
業

を
行

う
）

を
含
む
。
 

英
語

科
教

育
法

Ⅱ

（
2
単

位
）

 

指
導

技
術

の
基

礎

を
身

に
付

け
る

 

※
英

語
科

教
育

法
Ⅰ

か
ら

繰
り

返
し
扱
う
項
目
に
つ
い
て
は
、
復
習
と
し
て
扱
う
。

・
音

声
指

導

・
文

法
指

導

・
異

文
化

理
解

の
指

導

・
英

語
で

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン

・
生

徒
の

特
性

・
習

熟
度

へ
の

対
応

・
語
彙
・
表
現
指
導

・
文
字
指
導

・
教
材
研
究
・

IC
T
等
の
活
用

・
AL

T
等

と
の

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン
グ

※
少

な
く

と
も

10
 分

～
15

 分
程

度
の
模
擬
授
業
（
あ
る
活
動
を
取
り
上
げ
て
教
員

役
と

し
て

模
擬

授
業

を
行

う
）

を
含
む
。
 

英
語

科
教

育
法

Ⅲ

（
2
単

位
）

 

５
領

域
及

び

領
域

統
合

型
の

指
導

技
術

と

評
価

方
法

を
学

ぶ

・
聞

く
こ

と
の

指
導

・
読

む
こ

と
の

指
導

・
領

域
統

合
型

の
言

語
活

動
の

指
導

・
学

習
指

導
案

の
作

成

・
話
す
こ
と
（
や
り
取
り
・
発
表
）
の

指
導

・
書
く
こ
と
の
指
導

・
言
語
能
力
の
測
定
と
評
価
（
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
評
価
等
を
含
む
）

※
4
人

程
度

の
グ

ル
ー

プ
を

作
り

、
各
領
域
の
活
動
を
含
む
学
習
指
導
案
を
作
成
し
、

模
擬

授
業

を
行

う
。

※
テ

ス
ト

作
成

や
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価
の
体
験
や
実
演
な
ど
を
行
う
。

授
業
名

内
容

英
語
科
教
育
法
Ⅳ

（
2
単
位
）

 

言
語
習
得
に
関
す
る

知
識
と
授
業
づ
く
り

・
目
標
設
定
・
指
導
計
画

・
学
習
指
導
案
の
作
成

・
観
点
別
学
習
状
況
評
価
・
評
価
規
準

の
設
定
・
評
定
へ
の
総
括

・
学
習
到
達
目
標
に
基
づ
く
授
業
の

組
み
立
て
 

・
小
・
中
・
高
等
学
校
連
携

・
第
二
言
語
習
得

※
4人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
中
学
校
或
い
は
高
等
学
校
の

50
分
間
の
授

業
の
学
習
指
導
案
を
作
成
し
、
そ
の
う
ち

30
分
程
度
を
取
り
出
し
て
模
擬

授
業
を
行
う
。
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２
．
英
語
科
に
関

す
る

専
門

的
事

項
 

①
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

中
・
高
等
学
校
の
外

国
語

科
の

授
業

に
資

す
る

十
分

な
英

語
運

用
能

力
を

身
に

付
け

る
た

め

に
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
授

業
を

通
し

て
、
英

語
力

の
５

つ
の

領
域

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
向
上
さ
せ
る
必

要
が

あ
る

。
５

つ
の

領
域

の
扱

い
方

に
つ

い
て

は
、
１

つ
の

科
目

の
中

で
バ

ラ
ン
ス
よ
く
扱
っ

て
も

よ
い

し
、
各

領
域

を
重

点
的
に

扱
う

科
目

を
設

定
し

て
も

よ
い

。
授

業

設
定
の
仕
方
に
は

、
週

に
1或

い
は

2時
間

ず
つ

行
う

通
常

の
形

態
に

加
え

て
、
集

中
形

式
が

挙

げ
ら
れ
る
。

ま
ず

、
通
常
の
形

態
で

行
う

複
数

領
域

統
合

型
の

授
業

の
例

と
し

て
、

3～
4 

時
間

の
授

業

時
間
数
を
使
っ
て

、
あ

る
題

材
に

つ
い

て
英

語
で

書
か
れ

た
教

材
を

読
ん

だ
り

映
像

を
見

る
な

ど
し
て
内
容
を
理

解
し

た
後

に
、
ス

ピ
ー

チ
、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
、
デ

ィ
ベ

ー
ト

等
の

英
語

で
の
発
表
・
や
り
取

り
を

行
っ

た
り
、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
エ

ッ
セ

イ
を

書
い

た
り

す
る

と
い

う
流

れ
を
繰
り
返
し
、
15

 回
の

授
業

の
中

で
4 
つ

か
ら

5 
つ

の
題

材
を

扱
う

授
業

が
挙

げ
ら

れ
る

。
 

集
中
形
式
の
授
業

の
例

と
し

て
は

、
長

期
休

暇
等

の
期

間
に

5 
日

間
～

1 
週

間
程

度
の

期
間

、

朝
か

ら
夕
方
ま
で

日
本

語
を

使
用

せ
ず

、
4～

5 
人

の
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

英
語

を
使

っ
て

様
々
な
活
動
を
行

う
集

中
演

習
授

業
が

挙
げ

ら
れ

る
。
こ

の
授

業
で

は
、
授

業
を

担
当

す
る

教

員
に
加
え
て
、
グ

ル
ー

プ
活

動
の

進
行

を
行

う
補

助
学

生
（

TA
: T

ea
ch

in
g 

As
si

st
an

t）
を

設
け
、
過
去
に
こ
の
授

業
を

受
講

し
た

経
験

が
あ

る
学

生
が

こ
れ

に
当

た
る

。
こ

の
と

き
、

TA
と
し
て
参
加
し
た

学
生

の
英

語
指

導
実

践
力

も
同

時
に

成
績

評
価

し
、
単

位
を

与
え

る
。
こ

の

集
中
授
業
形
式
の

授
業

に
受

講
者

と
し

て
参

加
す

る
こ

と
と

TA
 と

し
て

参
加

す
る

こ
と

の
両

方
を
義
務
付
け
る

こ
と

で
、
英

語
を

使
い

な
が

ら
学

ぶ
授

業
形

態
に

慣
れ

る
だ

け
で

な
く

、
英

語
を
使
っ
て
活
動

を
行

う
指

導
技

術
も

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

②
英
語
学

中
・
高
等
学
校
の
外

国
語

の
授

業
に

資
す

る
十

分
な
英

語
学

的
知

見
を

身
に

付
け

る
た

め
に

、

コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に

含
ま

れ
る

各
項

目
に

つ
い
て

、
教

職
を

意
識

し
た

内
容

を
扱

う
。
例

え
ば
、
正
し
い
発
音

を
身

に
付

け
る

た
め

に
役

に
立
つ

英
語

の
音

声
の

仕
組

み
、
英

語
を

教
え

る
上
で
役
に
立
つ
正

確
な

英
文

法
の

知
識

、
英

語
の
歴

史
的

変
遷

に
つ

い
て

の
知

識
、
国

際
共

通
語

と
し

て
の

英
語
の
位
置
づ
け
な
ど
を
学
ぶ
。

1
つ
の
科
目
内
で
各
項
目
の
内
容
を
概
論
的

に
扱

う
こ

と
も

で
き

る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
重
点
的
に
扱
う
科
目
を
設
定
し
、
よ
り
専
門

的
に

学
ば

せ
て

も
よ

い
。
 

 
授

業
で

は
、
学

生
に
言
語
学
的
知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
学
ん
だ
知
識
を
外
国
語
科
の

授
業

に
ど

の
よ

う
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

音
声

学
を

扱
う

授
業

で
は
、
音
素
や
ア
ク
セ
ン
ト
、
音
と
綴
り
の
関
係
、
発
音
の
仕
組
み
と
い

っ
た

音
声

学
的

な
知

識
を
学
ぶ
こ
と
に
加
え
て
、
正
し
く
発
音
で
き
る
よ
う
に
練
習
さ
せ
た
り
、

学
ん

だ
知

識
を

音
声

指
導

に
ど

の
よ

う
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
か

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

た

り
す

る
と

よ
い

。
同

様
に
、
英
文
法
、
英
語
の
歴
史
的
変
遷
、
国
際
共
通
語
と
し
て
の
英
語
に

つ
い

て
も

、
言

語
学

的
知
見
と
英
語
を
教
え
る
こ
と
と
の
接
点
を
意
識
し
た
授
業
内
容
を
目
指

す
。

③
英

語
文

学

英
語

で
書

か
れ

た
文
学
を
通
じ
て
学
生
の
英
語
力
、
教
養
、
指
導
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
意

識
し

た
授

業
を
行
う
。
具
体
例
と
し
て
は
、
英
語
で
書
か
れ
た
代
表
的
な
文
学
作
品
を
複

数
取

り
上

げ
て

、
原

文
を
読
ん
だ
り
関
連
す
る
映
画
を
鑑
賞
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
多
様

な
英

語
表

現
を

学
ぶ
と
い
っ
た
内
容
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
作
品
の
時
代

的
、

社
会

的
、

文
化

的
背

景
や

、
そ

こ
に
描

か
れ

て
い
る

人
々

の
生
活

や
価

値
観
を

通
し

て
、

多
様

な
文

化
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
授
業
形
態
と
し
て
は
、
教
員
の
講
義
を
一

方
的

に
聞

く
だ

け
で
な
く
、
学
ん
だ
内
容
を
も
と
に
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
エ
 

ッ
セ

イ
を

書
い

た
り
す
る
な
ど
の
表
現
活
動
を
含
め
る
こ
と
で
、
よ
り
多
角
的
に
文
学
を
捉
え

さ
せ

る
こ

と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
教
材
と
し
て
文
学
作
品
を
利
用
す
る
可
能
性
を
考
え
さ
せ

た
り

、
実

際
に

文
学

作
品
を
用
い
て
教
材
を
作
ら
せ
た
り
す
る
と
い
っ
た
、
授
業
に
役
立
つ
活

動
を

取
り

入
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

コ
ア
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に
含
ま
れ
る
内
容
を
概
論
的
に
 1

 つ
の
科
目
で
扱
う
こ
と
も
で
き
る

し
、
そ

れ
ぞ

れ
の

内
容
を
重
点
的
に
扱
う
科
目
を
設
定
し
、
よ
り
専
門
的
に
学
ば
せ
て
も
よ
い
。
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④
異
文
化
理
解

「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
扱
う
授
業
で
は
、
世
界
の
文
化
、
日
本
の
文
化
、（

異

文
化
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
と
い
っ
た
様
々
な
観
点
か
ら
、
教
職
に
役
立
つ
内
容
を
意

識
し
て
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
扱
っ
た
英
語
の
文
章
や

映
像
資
料
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
識
を
も
と
に
、
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
エ
ッ

セ
イ

を
書

い
た

り
す

る
活
動

が
挙

げ
ら
れ

る
。
「

異
文
化

交
流

」
を
扱

う
授

業
例
と

し
て

は
、

留
学
生
や
地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
と
の
交
流
や
、

IC
T
等
を
活
用
し
て
海
外
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
積
極
的
に
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
海
外
の
文
化
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
文

化
に
つ
い
て
英
語
で
発
信
す
る
力
を
鍛
え
る
こ
と
を
目
指
す
授
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
通
常
の
授

業
で
こ
の
よ
う
な
内
容
を
扱
う
の
が
難
し
い
場
合
は
、
長
期
休
暇
等
の
期
間
に
集
中
授
業
の
形

式
で
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
る
。「

英
語
が
使
わ
れ
て
い
る
国
・
地
域
の
歴

史
・
社

会
・

文
化
」
を
扱
う
際

に
は
、
教
員
に
よ
る
講
義
だ
け

で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
異
な
る
国
や
地

域
の
歴
史
・
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
調
べ
た
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
た
り
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
せ
る
と
い
っ
た
形
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含
ま
れ
る
内
容
を
概
論
的
に

1
つ
の
科
目
で
扱
う
こ
と
も
で
き
る

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
重
点
的
に
扱
う
科
目
を
設
定
し
、
よ
り
専
門
的
に
学
ば
せ
て
も
よ
い
。
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Ⅲ．小学校 教員研修

内容（基礎・応用・推進）と授業研究（ある・なし）との組み合わせを６パターン提示し、各パターンで時間の枠組み（A：5～15
分の短い時間で複数回行う、B：90分程度１、２回行う、C：45分～90分のまとまった時間で複数回行う）を設けコア・カリキュラム

の研修項目の配列事例を１～６に記載した。また各事例がどの研修項目を含んでいるかを示す一覧表を付した。特に研修形式で最も多

いと思われるBについては、７としてテーマ別に事例を示した。また８として免許状更新講習の事例を、９、10として教育職員免許法

認定講習の事例をそれぞれ示した。

１．基礎的な内容・授業研究あり 

●Ａ：5～15分の短い時間で複数回行う場合

リーダーが中心となり、学級担任が自信を持って授業で英語を使用できるようになることを目指す。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

発音や強勢・リズム・イントネーションを

意識した発話

英語での

語りかけ方
児童とのやり取りの進め方 児童の発話の引き出し方

●Ｂ：90分程度1，2回行う場合

公開授業を担当しない教員も、基本的な知識・技能の習得と英語力向上を目指して、内容及び課題意識を共有する。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・題材の選定、教材研究

・学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・学習指導案）

・ICT等の活用の仕方 

・学習指導要領（２）

・子どもの第二言語習得についての知識とその活用

・文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方 

英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・板書や提示物における英語の正しい表記

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

●Ｃ：30～90分のまとまった時間で複数回行う場合

公開授業を担当しない教員も、基本的な知識・技能の習得と英語力向上を目指して、内容及び課題意識を共有する。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

指導に必要な

知識・技能

子どもの第二言語習得についての

知識とその活用

公開授業の題材の選定・教材開発・

学習到達目標、指導計画の検討（単元計画・学習指導案）
授業公開

授業改善

次年度の

年間指導計画

英語力 発音や強勢・リズム・

イントネーションを

意識した発話

ALT等と授業につい

て打ち合わせをする

ための表現

クラスルーム・イングリッシュを土台にした

意味のあるやり取り

２．基礎的な内容・授業研究なし 

●Ａ：5～15分の短い時間で複数回行う場合
リーダーが中心となり、学級担任が自信を持って授業で英語を使用できることを目指す。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

発音や強勢・リズム・イントネーション

を意識した発話
英語での語りかけ方 児童とのやり取りの進め方 児童の発話の引き出し方

●Ｂ：90分程度1，2回行う場合
リーダーが中心となり、基本的な知識・技能の習得と英語力向上を目指して、内容及び課題意識を共有する。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領

・主教材

・英語での語りかけ方

・題材の選定、教材研究

・学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・学習指導案）

・子どもの第二言語習得についての知識とその活用

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

・ICT等の活用の仕方 
英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・板書や提示物における英語の正しい表記

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

●Ｃ：30～90分のまとまった時間で複数回行う場合
授業計画や題材選定・教材開発の仕方等の授業づくりのための知識を習得すると同時に、英語力向上を目指す。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

指導に必要な

知識・技能

子どもの第二言語習得についての知識とその

活用
題材の選定、教材研究 学習到達目標、指導計画（単元計画・学習指導案）

英語力
授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

発音や強勢・リズム・イントネーションを

意識した発話
板書や提示物における英語の正しい表記
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３．発展的な内容・授業研究あり 

●Ａ：5～15分の短い時間で複数回行う場合
リーダーが中心となり、定期的な研修機会を設け、学級担任が自信を持って授業で英語を使用できることを目指す。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第１０回

発音や強勢・リズム・イントネーションを

意識した発話

英語での

語りかけ方

（１）

英語での

語りかけ方

（２）

児童とのやり

取りの進め方

（１）

児童とのやり

取りの進め方

（２）

児童の発話の

引き出し方

（１）

児童の発話の

引き出し方

（２）

文字言語との

出合わせ方

●Ｂ：90分程度1，2回行う場合
公開授業を担当しない教員も、基本的な知識・技能の習得と英語力向上を目指して、内容及び課題意識を共有する。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・主教材

・題材の選定、教材研究

・学習到達目標、指導計画（単元計画・学習指導案）

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方 

・学習指導要領（２）

・子どもの第二言語習得についての知識とその活用

・文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方

・小・中・高等学校の連携と小学校の役割

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

・ICT等の活用の仕方 
・児童文学（絵本、子ども向けの歌や詩など）

英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・児童の発話や行動に対する適切な言い直し

・板書や提示物における英語の正しい表記

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

・児童の理解に合わせた適切な言い換え

●Ｃ：30～90分のまとまった時間で複数回行う場合
公開授業に向けて、授業計画や題材選定・教材開発の仕方等の授業づくりのための知識を習得すると同時に、英語力向上を目指す。公開授業及び研

修をできる限り近隣の小・中学校とも共有し、地域全体の英語力・指導力向上を目指す。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

指導に必要な

知識・技能

子どもの第二言語習得についての

知識とその活用
異文化理解

題材の選定

教材研究

学習到達目標、指導計画

（単元計画・学習指導案）
授業公開

授業改善

次年度の

年間指導計画

英語力
クラスルーム・イングリッシュを土台に

した意味のあるやり取り

ALT等と授業に 
ついて打ち合わせ

をするための表現

授業で扱う主たる

英語表現の正しい

運用

板書や提示物に

おける英語の

正しい表記

児童の発話や行動

に対する適切な

言い直し

４．発展的な内容・授業研究なし 

●Ａ：5～15分の短い時間で複数回行う場合
英語表現の反復練習を通して、英語力の向上を目指す。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第１０回

発音や強勢・リズム・イントネーションを

意識した発話

英語での

語りかけ方

（１）

英語での

語りかけ方

（２）

児童とのやり

取りの進め方

（１）

児童とのやり

取りの進め方

（２）

児童の発話の

引き出し方

（１）

児童の発話の

引き出し方

（２）

文字言語との

出合わせ方

●Ｂ：90分程度1，2回行う場合
リーダーの講義・演習を通して、授業づくりのための基本的な知識・技能の習得と英語力向上を目指す。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・主教材

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・第二言語習得に関する基本的な知識

・学習到達目標、指導計画（年間指導計画・短時間学習）

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方 

・学習指導要領（２）

・子どもの第二言語習得についての知識とその活用

・英語に関する基本的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書法等）

・小・中・高等学校の連携と小学校の役割

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

・ICT等の活用の仕方 
・児童文学（絵本、子ども向けの歌や詩など）

英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・児童の発話や行動に対する適切な言い直し

・板書や提示物における英語の正しい表記

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

・ALT等と授業について打ち合わせをするための表現 

●Ｃ：30～90分のまとまった時間で複数回行う場合
リーダーの講義・演習を通して、授業づくりのための知識の習得と英語力向上を目指す。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

指導に必要な

知識・技能

子どもの第二言語習得についての

知識とその活用

題材の選定

教材研究
異文化理解

ALT等とのティーム・ティーチングによ

る指導の在り方

ICT等の活用の 
仕方

英語力
クラスルーム・イングリッシュを土台に

した意味のあるやり取り

ALT等と授業につ

いて打ち合わせを

するための表現

授業で扱う主たる

英語表現の

正しい運用

板書や提示物における英語の

正しい表記

児童の発話や行動

に対する適切な

言い直し
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５．推進的な内容・授業研究あり 

●Ａ：5～15分の短い時間で複数回行う場合
自信を持って授業で英語を使用することができることを目指す。

第１回 第２回 第３回

児童の発話や行動に対する適切な言い直し 児童の理解に合わせた適切な言い換え 児童の発話や行動に対する即興的な反応

●Ｂ：90分程度1，2回行う場合
英語力・指導力を更に高めるとともに、研修の講師として校内研修を企画・運営することができるようになる。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・主教材

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・題材の選定、教材研究

・学習到達目標、指導計画（単元計画・学習指導案）

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）（１）

・英語に関する基本的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書法等）

・学習指導要領（２）

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方 
・ICT等の活用の仕方 
・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）（２）

・モデルとなる授業

英語力 ・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・児童の発話や行動に対する適切な言い直し

・児童の発話や行動に対する即興的な反応

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

・児童の理解に合わせた適切な言い換え

・児童の発話や行動に対する即興的な反応

●Ｃ：30～90分のまとまった時間で複数回行う場合
リーダーの講義・演習を通して、授業づくりのための知識の習得と英語力向上を目指す。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回

講義 課題分析、研修計画立案 公開授業指導案審議 授業研究 成果・課題、次年度の計画

指導に必要な

知識・技能
学習指導要領

主教材
公開授業等の企画・運営

題材の選定・教材研究

学習到達目標、指導計画

（単元計画・学習指導案）

授業公開

モデルとなる授業
公開授業等の企画・運営

英語力 ・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り

・児童の理解に合わせた適切な言い換え

・児童の発話や行動に対する適切な言い直し

・児童の発話や行動に対する即興的な反応

※毎回の研修会の際に、10分から20分程度帯として英語力研修を行う。

６．推進的な内容・授業研究なし 

●Ａ：5～15分の短い時間で複数回行う場合
自信を持って授業で英語を使用することができることを目指す。

第１回 第２回 第３回

児童の発話や行動に対する適切な言い直し 児童の理解に合わせた適切な言い換え 児童の発話や行動に対する即興的な反応

●Ｂ：90分程度1，2回行う場合
英語力・指導力を更に高めるとともに、研修の講師として校内研修を企画・運営することができることを目指す。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・主教材

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・題材の選定、教材研究

・学習到達目標、指導計画（単元計画・学習指導案）

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）（１）

・英語に関する基本的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書法等）

・学習指導要領（２）

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方 
・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）（２）

・公開授業等の企画・運営

英語力 ・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・児童の理解に合わせた適切な言い換え

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

・児童の発話や行動に対する即興的な反応

※公開授業を伴わない（公開授業等の設定が難しい）研修の場合、授業DVD（文部科学省配布）を視聴し、その映像を活用して校内研修の運営の仕方

や協議会の進め方、指導のポイント等について研修を行う（第２回）

●Ｃ：30～90分のまとまった時間で複数回行う場合
英語力・指導力を更に高めるとともに、研修の講師として校内研修を企画・運営できることを目指す。

第１回 第２回 第３回

講義 課題分析、研修計画立案 講義：校内研修の進め方、指導のポイント

指導に必要な

知識・技能
学習指導要領

主教材

英語に関する基本的な知識

（音声・語彙・文構造・文法・正書法等）

公開授業等の企画・運営

授業観察（DVD） 
英語での語りかけ方

児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

学習状況の評価

（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

英語力 ・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り

・児童の理解に合わせた適切な言い換え

・児童の発話や行動に対する適切な言い直し

・児童の発話や行動に対する即興的な反応
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【小学校　教員研修　事例１～６で扱っている内容一覧】

指導に必要な知識・技能 1 2 3 4 5 6

学習指導要領 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

主教材 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

子どもの第二言語習得についての知識とその活用 ✔ ✔ ✔ ✔

英語での語りかけ方 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

題材の選定、授業研究 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・

学習指導案）
✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

ICT等の活用の仕方 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活

用を含む）
✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

小・中・高等学校の連携と小学校の役割 ✔ ✔

指導計画（年間指導計画・短時間学習） ✔ ✔

英語に関する基本的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書

法等）
✔ ✔ ✔

第二言語習得に関する基本的な知識 ✔

児童文学（絵本、子ども向けの歌や詩等） ✔ ✔

異文化理解 ✔

児童や学校の多様性への対応

７．発展的な内容を90分程度１、２回行う場合の更なる事例 

●担任による授業をテーマに研修を行う例
担任主導の授業における教員の役割を理解する。また、自信を持って授業で英語を使えることを目指す。 

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・題材の選定・教材研究

・学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・学習指導案）

・ICT等の活用の仕方（１） 

・学習指導要領（２）

・子どもの第二言語習得についての知識とその活用

・文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

・ICT等の活用の仕方（２） 

英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・板書や掲示物における英語の正しい表記

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

●ティーム・ティーチングによる授業をテーマに研修を行う例
ティーム・ティーチングの授業における教員の役割を理解する。また、自信を持って授業で英語を使ったり、ALT等と打ち合わせができることを目指 

す。 

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・主教材

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方（１） 
・学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・学習指導案）

・学習指導要領（２）

・子どもの第二言語習得についての知識とその活用

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方（２） 
・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

・ICT等の活用の仕方 

英語力 ・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・ALT等と授業について打ち合わせをするための表現（１） 
・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

・ALT等と授業について打ち合わせをするための表現（２） 

英語力 1 2 3 4 5 6

授業で扱う主たる英語表現の正しい運用 ✔ ✔ ✔ ✔

発音や強勢・リズム・イントネーションを意識した

発話
✔ ✔ ✔ ✔

板書や掲示物における英語の正しい表記 ✔ ✔ ✔ ✔

ALT等と授業について打ち合わせをするための表現 ✔ ✔ ✔

クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味の

あるやり取り
✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

児童の発話や行動に対する適切な言い直し ✔ ✔ ✔ ✔

児童の理解に合わせた適切な言い換え ✔ ✔ ✔

児童の発話や行動に対する即興的な反応 ✔ ✔

授業研究 1 2 3 4 5 6

授業観察（中学校の授業観察も含む） ✔

授業公開 ✔ ✔ ✔

公開授業等の企画・運営 ✔ ✔

モデルとなる授業 ✔
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●中学年の児童を対象とする外国語活動をテーマに研修を行う例
中学年における外国語活動の目標・内容を理解し、様々な題材を用いて授業ができることを目指す。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・主教材

・英語での語りかけ方

・題材の選定・教材研究

・学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・学習指導案）

・学習指導要領（２）

・子どもの第二言語習得についての知識とその活用

・児童文学（絵本、子ども向けの歌や詩等）

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方 
・ICT等の活用の仕方 

英語力 ・発音や強勢・リズム・イントネーションを意識した発話

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・板書や掲示物における英語の正しい表記

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

●高学年の児童を対象とする外国語科をテーマに研修を行う例
高学年における外国語科の目標・内容を理解し、児童との意味のあるやり取りを中心とした授業ができることを目指す。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領（１）

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方（１）

・題材の選定・教材研究

・指導計画（年間指導計画・短時間学習）

・ICT等の活用の仕方 

・学習指導要領（２）

・子どもの第二言語習得についての知識とその活用

・文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方（１）

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

・ALT等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方 
・小・中・高等学校の連携と小学校の役割

英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

・児童の発話や行動に対する適切な言い直し

・ALT等と授業について打ち合わせするための表現 
・児童の理解に合わせた適切な言い換え

●英語力の向上をテーマに研修を行う例
英語に対する苦手意識や不安を軽減し、基本的なクラスルーム・イングリッシュを土台に授業ができることを目指す。

第１回 第２回

【演習】クラスルーム・イングリッシュ、アクティビティ 【演習】英語の絵本の読み聞かせ

指導に必要な

知識・技能

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・英語に関する基本的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書法等）

・英語での語りかけ方

・児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方

・題材の選定、教材研究

・児童文学（絵本、子ども向けの歌や詩等）

・異文化理解

英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用（１）

・発音や強勢・リズム・イントネーションを意識した発話（１）

・ALT等と授業について打ち合わせをするための表現（１） 
・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用（２）

・発音や強勢・リズム・イントネーションを意識した発話（２）

・ALT等と授業について打ち合わせをするための表現（２） 
・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

●教材をテーマに研修を行う例
様々な教材について理解し、それらを適切に活用して授業ができることを目指す。

第１回 第２回

指導に必要な

知識・技能

・題材の選定・教材研究（１）

・学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・学習指導

案）（１）

・英語に関する基本的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書法等）

・ICT等の活用の仕方（１） 

・題材の選定・教材研究（２）

・学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・学習指導

案）（２）

・学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）

・ICT等の活用の仕方（２） 
英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（１）

・板書や提示物における英語の正しい表記

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り（２）

●小・中学校で合同で研修を行う例
小学校における指導目標、指導法、授業で扱う教材等について、授業参観を通して小・中学校の教員が相互理解する。また授業で扱う基本的な教室

英語の演習を通して英語力向上を目指す。

第１回

【授業参観（小学校もしくは中学校）、協議】【演習：クラスルーム・イングリッシュ】

指導に必要な

知識・技能

・学習指導要領

・主教材

・学習到達目標、指導計画（1時間の授業づくり、単元計画・学習指導案）

・小・中・高等学校の連携と小学校の役割

・英語に関する基本的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書法等）

英語力 ・授業で扱う主たる英語表現の正しい運用

・板書や提示物における英語の正しい表記

・クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り

※小学校の授業参観が基本だが、中学校の授業を参観することも理解を深める上で有効である。
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８．免許状更新講習 

授業 

スケジュール
回 

1 外国語教育導入の経緯・現状、学習指導要領・主教材・ICT 等の活用、子どもの第二言語習得についての知識とその活用 

2 授業で扱う主たる英語表現の演習（発音、綴り、文法等）、学習到達目標、指導計画（年間指導計画、1 時間の授業計画、単元計画・学習指導案） 

3 児童の発話の引き出し方・児童とのやり取りの進め方、文字言語との出合わせ方、読む活動・書く活動への導き方 

4 ＡＬＴ等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方、学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む）、小・中・高等学校の連携と小 

学校の役割 

９．教育職員免許法認定講習（中学校教諭二種免許状（外国語（英語）））【２単位】 

授業 

スケジュール
回 

1 オリエンテーション、小・中・高等学校の連携と小学校の役割

2 学習指導要領、主教材、ICT 等の活用の仕方 

3 映像視聴、子どもの学び方の特徴①：言語使用を通した言語習得－TPR による活動* 

4 授業模擬体験、子どもの学び方の特徴②：類推から理解へと進むプロセス－絵本の活用* 

子どもの学び方の特徴③：音声によるインプットの在り方－歌の活動* 

5 映像視聴、ことばの学ばれ方の特徴①：場面に合った意味のあるやり取り 

6 ことばの学ばれ方の特徴②：受信から発信、音声から文字へと進むプロセス 

7 英語での語りかけ方（聞く指導） 

8 児童の発話の引き出し方、児童とのやり取りの進め方（話す指導） 

9 文字言語との出合わせ方、読む活動への導き方 

10 書く活動への導き方、国語教育との連携等によることばの面白さや豊かさへの気づき 

11 ＡＬＴ等とのティーム・ティーチングによる指導の在り方、児童や学校の多様性への対応、異文化理解* 

12 学習到達目標、指導計画（年間指導計画、単元計画、短時間学習）、学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む） 

13 題材の選定、教材研究、指導計画（1 時間の授業構成、学習指導案） 

14 模擬授業発表、振り返り、授業改善 

15 まとめ 

※ コア・カリキュラムの項目以外の内容には*を付した。
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1 

10．教育職員免許法認定講習（中学校教諭二種免許状（外国語（英語）））【１単位】 

授業 

スケジュール
回 

1 小・中・高等学校の連携と小学校の役割 

子どもの学び方の特徴①―音声によるインプットの在り方 

2 学習指導要領・主教材・ICT 等の活用 

3 映像視聴，子ども学び方の特徴②―言語使用を通した言語習得 

子ども学び方の特徴③―類推から理解へと進むプロセス 

4 授業模擬体験，ことばの学ばれ方の特徴①―場面に合った意味のあるやり取り 

ことばの学ばれ方の特徴②―受信から発信、音声から文字へと進むプロセス 

5 映像視聴，英語での語りかけ方（聞く指導） 

英語での発話の引き出し方・児童とのやり取りの進め方（話す指導） 

6 文字言語の与え方、読む活動・書く活動への導き方 

7 年間指導計画・単元構成・1 時間の授業構成・短時間学習 

8 学習状況の評価（パフォーマンス評価や学習到達目標の活用を含む） 

ティーム・ティーチングによる指導の在り方、児童・学校の多様性への対応
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Ⅳ．中・高等学校 教員研修

各研修項目を必ずしも独立した研修テーマとして扱うということではなく、１つのテーマの研修内で複数の項目が含まれていてもよい。 

法定研修 専門教科に関する研修（初任者研修） 確保が可能な日数に応じた研修項目の組み合わせ 

確保可能な日数 １～２日間 ３～４日間 ５～６日間 ７日間以上 

教育センター等に

おける集合研修 

下記項目から選択 

・５つの領域別の目標に基づく指導

・英語でのインタラクション

（ティーチャー・トークを含む）

・授業の組み立て

・学習指導案の作成

※上記項目については演習形式で学ぶ

・学習指導要領

・アクション・リサーチなどに基づく授業改善

（授業改善のための方法を知る）

左記の研修項目に 

以下の項目を適宜追加 

・教科用図書を活用した授業

・パフォーマンス評価を含む５

つの領域の評価（テスト作成

を含む）

・英語力向上研修

左記の研修項目に以下の

項目を適宜追加 

・音声指導

・文法指導

・教材研究・ICT 等の活用

左記の研修項目に 

以下の項目を適宜追加 

・語彙・表現指導

・生徒による学習の振り返り

・第二言語習得

・教職に役立つ英文法

・音声指導に役立つ英語音声学

・異文化交流

・英語の外部資格・検定試験

（４技能型）を活用した

英語力の自己モニター

（参考）年間 25 日以上 ⇒ （平成 26 年度 初任者研修実施状況調査 年間 20.2 日 宿泊研修 中学校 3.2 日 高等学校 3.6 日） 

年間を通した継続的研修 

校内（勤務校） 

研修 

・５つの領域別の目標に基づく指導

・英語でのインタラクション（ティーチャー・トークを含む）

・アクション・リサーチなどに基づく授業改善（授業改善のための実践を行う）

・領域別の学習到達目標の設定と改善

・授業の組み立て

・学習指導案の作成

・教科用図書を活用した授業

・ALT 等とのティーム・ティーチング 
・教材研究・ICT 等の活用 
・パフォーマンス評価を含む５つの領域の総合的な評価（テスト作成を含む）

（参考）週 10 時間以上、年間 300 時間以上⇒（平成 26 年度 初任者研修実施状況調査：中学校での事前準備等を含めた指導時間数は 1 週当り 8.1 時間 直接指導時間は 5.4 時間）

法定研修 専門教科に関する研修（中堅教諭等資質向上） 確保が可能な日数に応じた研修項目の組み合わせ 

確保可能な日数 １日間 ２日間 ３日間以上 

教育センター等に

おける集合研修 

下記項目から選択 

・５つの領域別の目標に基づく指導

・英語でのインタラクション

（ティーチャー・トークを含む）

・学習到達目標に基づく年間指導計画・単元計画の作成

・アクション・リサーチなどに基づく授業改善

・授業の組み立て

・パフォーマンス評価を含む５つの領域の評価（テスト

作成を含む）

※上記項目については演習形式で学ぶ

・英語教育の最新事情

左記の研修項目に 

以下の項目を適宜追加 

・音声指導

・語彙・表現指導

・文法指導

・生徒による学習の振り返り

・教材研究・ICT 等の活用

・第二言語習得

・英語力向上研修

左記の研修項目に 

以下の項目を適宜追加 

・小・中・高等学校連携

・カリキュラム開発

・教職に役立つ英文法

・音声指導に役立つ英語音声学

・異文化交流

・英語の外部資格・検定試験（４技能型）を活用し

た英語力の自己モニター

・授業研究会等の企画・運営

・モデルとなる授業

（参考）年間 20 日程度 5 日間程度の短縮も可 ⇒ （平成 26 年度 10 年経験者研修実施状況調査 研修日数 11.8 日） 

年間を通した継続的研修 

校内（勤務校） 

研修 

・５つの領域別の目標に基づく指導

・英語でのインタラクション（ティーチャー・トークを含む）

・若手教員等への指導技術の指導

・アクション・リサーチなどに基づく授業改善

・領域別の学習到達目標の設定と改善

・学習到達目標に基づく年間指導計画・単元計画の作成

・教科用図書を活用した授業

・ALT 等とのティーム・ティーチング 
・教材研究・ICT 等の活用 
・パフォーマンス評価を含む５つの領域の評価（テスト作成を含む）

・小・中・高等学校連携

・授業研究会等の企画・運営

・モデルとなる授業

（参考）年間 20 日程度 ⇒ （平成 26 年度 10 年経験者研修実施状況調査：研修日数 17.5 日） 
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都道府県等独自の研修（アクション・リサーチなどに基づく授業改善に特化した研修計画） 

【研修所における研修確保日数が３～４日間の場合】 

集合研修 ⇒ 

（0.5～１日） 

勤務校での研修 ⇒ 集合研修 ⇒

（0.5～１日） 

勤務校での研修 ⇒ 集合研修 ⇒

（１日） 

勤務校での研修 ⇒ 集合研修 

（１日） 

オリエンテーション

課題の焦点化＊

焦点化した課題に 

関する実態調査＊ 

（質的＋数量的調査）

講義 

授業改善の方向性の

検討 

実践 
中間発表 

検証 
実践 

報告 

まとめ 

※ 「課題の焦点化」では、日頃の自分の授業を振り返り、良い点や改善すべき点、生徒の「学習意欲」「授業参加状況」「英語力」等

の特徴をリストアップしたものを持ち寄り、生徒との関わり方や指導法も含め、参加者との協議を通して、課題を絞り込む。

※ 「焦点化した課題に対する実態調査」では、焦点化した課題について正確に現状を把握するためのデータ収集を行う。

質的調査の例：生徒の観察、省察、アンケート、生徒からの聞き取り等

数量的調査の例：各種テスト結果（外部テスト、校内テスト）等

【研修所における研修確保日数が２～３日間の場合】 

集合研修 ⇒ 

（１日） 

勤務校での研修 ⇒ 集合研修 ⇒

（０～１日） 

勤務校での研修 ⇒ 集合研修 

（１日） 

オリエンテーション

事前調査に基づく課題の焦点化 

授業改善の方向性検討 

実践 
中間発表 

検証 
実践 

報告 

まとめ 

※ 「事前調査」では、質的調査（生徒の観察、省察、アンケート、生徒からの聞き取り等）及び数量的調査（各種テスト結果等）に

よるデータ収集を行う。

※ 勤務校での研修が円滑に進むように、授業改善の伴走者（メンター）が必要。

メンターは、アクション・リサーチなどに基づく授業改善方法を理解している同僚や、事前に研修を受けた指導主事などが担う。

指導主事がメンターの場合、Ｅメールによるオンライン・メンタリングなどを継続実施するとともに、要請に応じて訪問メンタリ

ングを行う。

都道府県等独自の研修（研修項目中心の組み立て：特定研修項目の重点化方式 or アラカルト方式） 

【研修所における研修確保日数が３日間の場合： 特定研修項目の重点化方式】 

例）当該年度に「パフォーマンス評価を含む５つの領域の総合的な評価（テスト作成を含む）」を重点的に研修する計画を立てた場合 

集合研修 ⇒ 

（１日） 

勤務校での研修 ⇒ 集合研修 ⇒

（0.5日） 

勤務校での研修 ⇒ 集合研修 ⇒

（0.5日） 

勤務校での研修 ⇒ 集合研修 

（１日） 

・テストや事例の持

ち寄り

・テスティング専門

家による講義や演

習

・パフォーマンステ

ストの作成・実施

・パフォーマンス評価

・テストや事例の持

ち寄り

・パフォーマンステ

ストの映像視聴

・改善の方向性検討

・パフォーマンステ

ストの作成・実施

・パフォーマンス評価

・テストや事例の持

ち寄り

・パフォーマンステ

ストの映像視聴

・改善の方向性検討

・パフォーマンステ

ストの作成・実施

・パフォーマンス評価

・振り返り発表

・テスティング専門

家による講評

・まとめ

【研修所における研修確保日数が４日間の場合： アラカルト方式】

各研修領域より適宜必要な項目を選び、組み合わせる。 

１日目（指導技術） ２日目（授業づくり） ３日目（専門知識） ４日目（英語力向上） 

・５つの領域別の目標に基づく指導

・音声指導

・語彙・表現指導

・文法指導

・英語でのインタラクション

（ティーチャー・トークを含む）

・若手教員等への指導技術の指導

・アクション・リサーチなどに基づく授業改

善

・領域別の学習到達目標の設定と改善

・学習到達目標に基づく年間指導計画・単元

計画の作成

・授業の組み立て

・学習指導案の作成

・教科用図書を活用した授業

・生徒による学習の振り返り

・ALT等とのティーム・ティーチング

・教材研究・ICT等の活用

・パフォーマンス評価を含む５つの領域の総

合的な評価（テスト作成を含む） 

・授業研究会等の企画・運営

・モデルとなる授業

・第二言語習得

・学習指導要領

・小・中・高等学校連携

・カリキュラム開発

・英語教育の最新事情

・教職に役立つ英文法

・音声指導に役立つ英語音声学

・異文化交流

・英語力向上研修

・英語の外部資格・検定試験（４技能型）

を活用した英語力の自己モニター
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